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イスラエル軍が公開した画像には、イランへの空爆に使用し
たとされるＦ１６戦闘機が写っている/IDF

https://www.cnn.co.jp/world/35234243.html



イスラエル国防産業

第6章
イスラエル：イノベーション力と国際市場における不可欠性

イスラエルは1980年代後半まで、戦略的自律のために国産化方針を
掲げていた。しかし、この方針が米国等との関係に左右されやすい非現
実的なものであることを認識してからは、自国が得意とする電子戦シス
テムなどデュアルユース技術を多用する分野に特化し、それを西側の兵
器に組み込むことで不可欠性を生み出すようになった。イスラエルが今
日においても優れた兵器システムを開発できているのは、優秀な人材と
膨大な研究開発費を国防産業に投入し、更にその成果から利益を生

み出すイノベーション・エコシステムを構築してきたからである。



イスラエルに学ぶ政策提言（3/14）

2. 国産化方針は、戦略的自律性を追求する手段として限界があり、より持

続可能で効果的な国際的相互依存関係の確立を目指すべきである。

7. イノベーション・エコシステムを構築するためには、研究開発のインプットであ

る優秀な人材の確保やベンチャーキャピタルによる投資だけでなく、輸出、大手

企業による買収・合併などを通じ、そのアウトプットを収益化していくための手法

が求められる。

8. 若く退官した防衛実務経験者が任官中に得た経験や技術を防衛技術や

デュアルユース技術でイノベーションを起こす枠組みを構築すべきである。



代表企業とスタートアップ

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGR18CQP0Y
4A310C2000000/

IAI (Israel Aerospace Industries):

航空機、ミサイル、アビオニクス、UAVなどを
開発・製造する国営企業

Elbit Systems:

各種アビオニクス、UAV、各種アップデート
などを手掛ける企業

Rafael Advanced Defense 
Systems:

ミサイル、無人システム、電子戦システムな
どを開発

https://www.google.com/search?



イスラエルの交戦状況

◆ ハマスの奇襲攻撃：2023/10/7

➢ 約1200人を殺害、251人の人質を拉致：

未解放約50人（約20人生存の情報） 

◆ イスラエルの反撃：

➢ ガザ地区ハマスへの攻撃

➢ レバノン・ヒズボラとの交戦

➢ イエメン・フーシ派との交戦

➢ イランとの報復合戦、核施設攻撃

https://www.yomiuri.co.jp/pluralphoto/20241008-OYT1I50018/



ハマスへの攻撃：Operation Iron Swords

戦闘損失
固定翼／回転翼
ロシア：369／329
イスラエル：0／0



IAMD：アイアン・ドーム

https://www.yomiuri.co.jp/world/20230721-OYT1T50058/https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2024-
04-14/SBWTR7DWX2PS00



イスラエルのイラン攻撃：Operation Days of Repentance

https://www.youtube.com/watch?v=PtZYLODExNA

◆100機超の戦闘爆撃機・空中
給油機

◆４波の攻撃でイランの防空網、
軍事施設、軍需工場を破壊

◆片道2000㎞の作戦行動で被
害なし

◆綿密な計画とリハーサル
◆ISR、EW、対GPS、精密攻撃

全領域統合作戦の完成型

２０２４．１０．２６



イラン核施設攻撃：Operation Rising Lion

◆ 攻撃対象：「イランの兵器級ウランあるいはプルトニウムの製造能
力」と「兵器級ウランを利用して核兵器そのものを製造する設備」

◆ イランの主要な核施設であるナタンツ核施設、フォルドゥ施設、エス
ファハーン核施設、防衛革新研究機構(SPND)本部、ラヴィサン
2(モジュデ施設としても知られる防衛革新研究機構の旧本部)、
カラジ遠心分離機製造施設(TABA/TESA)、IR-40アラク重水
炉、重水(D20)製造工場、サンジャリアン(最近再稼働の兆候が
見られた旧AMAD施設)などに被害状況

◆ Post-Attack Assessment of the First 12 Days of Israeli Strikes 
on Iranian Nuclear Facilities | ISIS Reports | Institute For 
Science And International Security

２０２５．６．１３－２５

https://isis-online.org/isis-reports/post-attack-assessment-of-the-first-12-days-of-
israeli-strikes-on-iranian-nuclear-facilities

https://www.nikkei.com/article/DGX
ZQOGR205IO0Q5A620C2000000/



ELBIT社の特徴

◆ Elbit社の製品ポートフォリオ、実戦で証明された技術独自かつ最先端の技術の実例を紹介

◆ Elbit社およびイスラエル国防軍の経験や運用コンセプトを、セミナー、ワークショップ等を通じて共有  

◆ ソリューション志向の具体的提案

◆ 日本の防衛産業が国際市場で競争力を高められるよう貢献

◆ 世界戦略の一環としての技術移転（TOT）および日本国内での製造の推進  

◆ アメリカ企業との違い：  

- ブラックボックス化なし、最新技術を用いたITARフリー  

- 国内開発および国内製造  

- 高い即応性を実現するローカルでの整備能力  

- コスト効率の高さ（より安価な価格、少人数での運用、低い保守コスト）  

- 要望や問い合わせに対して迅速に対応、多くの対面でのミーティング



ELBIT社の概要



ELBIT社の概要



ELBIT社の概要



ELBIT社の技術の例



ELBIT社の技術の例

SPARCS-FLARES feature low luminance, 
smoke results, and are virtually invisible to 
the naked eye.





ELBIT社の技術の例



Mission Loader/ Verifier



ELBIT社の技術の例















ELBIT社の研究開発





EO/IRドローンがミサイル発射を探知、発射機を

特定、耐GPS妨害装置による位置把握し、報告

SPEARドローンがレーダー照射を探知、脅

威識別、位置特定し報告、ECM攻撃実施





航空自衛隊の課題

◆ 戦略３文書に基づく防衛力の抜本的強化等の実現

⚫ ７本柱の防衛力強化と予算制約（物価高、為替変動、人件費高騰の影響）の克服

⚫ 人的基盤の強化、衛生機能の変革（有事に隊員の生命・身体を救う組織と戦い方）

◆ 受動的な「領域防衛」から、より能動的な「早期遠方阻止」への転換

⚫ 反撃能力の構築、運用、日米共同の課題

⚫ DOTMLPF全般にわたる自衛隊の体制の進化

◆ 新たな戦い方への適応

⚫ ロシア・ウクライナ戦争、中東紛争の教訓の速やかな導入

⚫ 新領域（宇・サ・電）、革新的技術の活用：AI、クラウド、無人機、EW/SPS、、

実戦力



おわりに：航空宇宙自衛隊への進化のために

• 「制空」の原点

• 将来の戦いにおける「実戦力」の強化

• 国民の命も隊員の命も守る「スマート・ディフェンス」

ELBITの技術/装備/運用



おまけ

“Generals are always preparing for the last war.”

「将軍たちはいつも、最後に戦った戦争に備えている」

歴史を忘れる者は片目を失い、歴史に執着するものは両目を失う

ロシアのことわざ
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